






○
町
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正
　
　
　

︵
賛
成
多
数
可
決
︶

　
都
市
公
園
法
の
改
正
に
伴
い
、
都
市
公
園
内
に
放
置
さ
れ

た
工
作
物
等
を
保
管
し
、
所
有
者
等
に
返
還
す
る
た
め
に
は
、

公
示
の
手
続
き
等
を
条
例
で
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め

改
正
す
る
。

○
町
税
条
例
の
一
部
改
正
　
　
　
　
　
　

︵
全
員
一
致
可
決
︶

　
現
在
は
、
町
県
民
税
や
国
保
税
等
を
期
限
内
に
納
付
し
な

け
れ
ば
、
督
促
手
数
料
が
200
円
か
か
る
。
し
か
し
、
郵
送
料

等
実
費
相
当
額
100
円
が
適
当
と
判
断
し
た
た
め
、
平
成
20
年

４
月
１
日
よ
り
改
正
さ
れ
る
。

︵
下
水
道
料
金
の
督
促
手
数
料
も
あ
わ
せ
て
改
正
さ
れ
る
︶

○
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
の
定
数
条
例
の
一
部
改
正

︵
全
員
一
致
可
決
︶

　
平
成
16
年
の
法
改
正
に
よ
り
、
下
限
定
数
10
人
枠
が
撤
廃

さ
れ
た
こ
と
、
及
び
﹁
町
自
立
推
進
計
画
﹂
に
基
づ
き
、
現

在
の
委
員
定
数
﹁
10
人
﹂
を
﹁
９
人
﹂
に
改
正
す
る
。

○
町
一
般
職
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
全
員
一
致
可
決
︶

　
人
事
院
勧
告
に
よ
り
、
若
年
層
職
員
の
給
料
及
び
諸
手
当

約
335
万
円
が
増
加
と
な
る
。

○
住
宅
使
用
料
滞
納
者
に
対
す
る
訴
え
の
提
起

　
町
営
住
宅
︵
緑
ヶ
丘
︶
に
居
住
し
て
い
た
債
務
者
に
、
家

賃
滞
納
分
41
万
４
４
０
０
円
︵
31
ヶ
月
分
︶
修
繕
費
用
９
万

８
５
７
５
円
の
合
計
51
万
２
９
７
５
円
を
支
払
う
よ
う
に
、

小
倉
地
裁
に
提
訴
し
た
。
債
務
者
は
、
再
三
に
わ
た
る
賃
料

等
請
求
に
応
じ
な
か
っ
た
。

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
任
期
満
了
に
よ
る
再
任
︵
任
期
４
年
︶

　
　
大
村
　
信
義
　
氏
　
　

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　
任
期
満
了
に
よ
る
再
任
︵
任
期
３
年
︶

　
　
植
村
　
隆
雄
　
氏
　
︵
芙
蓉
２
丁
目
︶

　
　
内
藤
　
正
道
　
氏
　
︵
遠
賀
川
２
丁
目
︶

○
新
農
政
改
革
の
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書

　
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
、
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向

上
対
策
等
、
新
農
政
改
革
に
つ
い
て
の
大
幅
見
直
し
を
求
め

る
。

○
割
賦
販
売
法
の
抜
本
的
改
正
を
求
め
る
意
見
書

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
被
害
の
防
止
と
取
引
適
正
化
を
実
現
す
る
法

制
度
に
向
け
て
の
割
賦
販
売
法
改
正
を
求
め
る
。

　
両
意
見
書
と
も
、
全
員
一
致
可
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
係
機
関
へ
送
付









委

員

長

副
委
員
長

委

員

議

　

長

　
昨
年
を
一
言
で
言
い
表
す
と

　”偽
“
と
い
う
こ
と
だ
そ
う
だ
。

食
肉
の
偽
装
を
は
じ
め
、
食
品
の

賞
味
期
限
・
消
費
期
限
、
老
舗
料

亭
の
ず
さ
ん
な
管
理
経
営
等
、
儲

か
る
為
に
は
な
ん
で
も
あ
り
の
、

消
費
者
を
騙
す
悪
質
な
行
為
は
、

許
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
今
年

は
是
非
と
も
全
て
に
お
い
て
信
用
、

信
頼
で
き
る
社
会

”信
“
と
い
う

年
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
政
界
に
お
い
て
は
１
９
９
４
年

以
来
の
﹁
越
年
国
会
﹂
。
衆
参
ね

じ
れ
国
会
の
先
に
は
、
衆
院
解
散

選
挙
が
ち
ら
つ
く
。
衆
院
選
後
は
、

自
民
・
民
主
両
党
の
大
連
立
や
政

界
再
編
を
模
索
す
る
動
き
も
活
発

化
し
そ
う
で
あ
る
。

　
次
期
衆
院
選
に
向
け
、
与
野
党

が
対
決
姿
勢
を
強
め
、
国
民
受
け

す
る
主
張
を
競
っ
て
打
ち
出
す
こ

と
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
、
痛
み
を

伴
う
政
策
で
も
、
税
財
政
や
社
会

保
障
制
度
の
改
革
な
ど
﹁
選
挙
の

た
め
﹂
で
は
な
く
﹁
国
民
の
た
め
﹂

に
活
動
す
べ
き
こ
と
を
望
ん
で
や

ま
な
い
。

平
見
　
光
司

　
新
た
な
希
望
の
年
を
迎
え
ら
れ
皆
様

方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
清
祥

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
今
、
国
の
三
位
一
体
改
革

や
地
方
分
権
で
地
方
の
自
立
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
私
達
町
議
会
議
員
一
同
は
、
こ
の
厳

し
さ
か
ら
脱
却
す
る
た
め
、
将
来
自
立

し
た
豊
か
な
郷
土
の
展
望
を
切
り
開
く
、

足
腰
の
強
い
都
市
基
盤
を
備
え
た
安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
よ
り

一
層
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。
今
後
も
皆
様
方
の
議
会
に
対
す
る

ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　
昨
年
１１
月
２６
日
、
広
報
調
査
特
別
委

員
会
は
県
自
治
会
館
で
行
わ
れ
た
町
村

議
会
広
報
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
で
は
、﹁
議
会
だ
よ
り
の
発

行
意
義
﹂﹁
編
集
作
業
の
基
本
﹂﹁
記
事
を

書
く
心
構
え
﹂
な
ど
の
講
義
を
受
け
、

私
達
が
読
者
に
伝
え
た
い
︵
私
達
の
町

の
課
題
︶、そ
し
て
読
者
が
知
り
た
い
︵
政

策
が
決
ま
る
ま
で
の
過
程
︶
な
ど
議
会

だ
よ
り
に
し
か
で
き
な
い
切
り
口
を
住

民
の
皆
さ
ん
に
提
供
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
学
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、
１
月
２４
日
・
２５
日
に
は
、
熊

本
県
益
城
町
議
会
を
訪
問
し
、
お
互
い

の
議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
中
で
遠
賀
町
議
会

だ
よ
り
に
対
し
厳
し
い
意
見
や
指
摘
を

受
け
、
こ
れ
か
ら
の
紙
面
づ
く
り
に
向

け
て
、
た
く
さ
ん
の
課
題
を
認
識
し
ま

し
た
。

　
今
後
は
、
こ
の

視
察
・
研
修
の
成

果
を
活
か
し
、
一

人
で
も
多
く
の
町

民
の
皆
さ
ん
に
読

ん
で
い
た
だ
け
る

紙
面
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。


